
さ
正
し
か
ら
ざ
る
宗
敢
に
劃
す
る
が
故
じ
一
審
さ
云
ふ
、
一
の
艶
待
的
な
る
と
ご
を
意
義
あ
ら
し
め
、
岡
家
を
し
て
傭
圃
土
た

ら
し
な
る
こ
ご
は
な
し
得
な
ヤ
、
五
日
人
か
其
の
目
的
事
業
に
着
賞
に
し
て
、
遺
仁
一
世
曾
を
堅
官
な
ら
し
む
る
ご
否
ご
は
、
金
〈

之
に
恒
常
し
此
の
信
念
じ
住
す
る
ご
否
さ
に
存
す
る
O

今
此
ノ
裟
婆
世
界
A

離
三
ニ
災
－

mMル
四
劫
↓
常
住
ノ
津
土
ナ
リ
備
舵
＝
過
去
－
－
三
小
川
減
セ
未
来
コ
宅
不
z
z
t所
化
以
テ
同
排
也

さ
は
法
華
艇
の
信
奉
に
よ
b
て
、
現
貰
を
直
ら
に
盟
想
境
た
ら
し
め
た
謹
姐
の
叫
び
で
は
な
い
か
、
ご
同
時
に
一
面
に
於
て
此

の
生
悌
一
如
陣
織
不
二
の
大
理
想
の
貰
現
は
、
此
の
現
貨
の
人
生
を
離
れ
て
成
立
せ
ざ
る
こ
ご
を
示
さ
れ
た
も
の
ご
奔
し
得
ら

る
、
の
で
あ
る
O

今
や
世
は
先
づ
現
宜
ご
開
想
、
こ
の
調
和
ゐ
る
、
そ
し
て
人
生
に
飯
着
を
典
ふ
る
法
華
料
に
基
含
、
心
底
の
宗
教
心
を
躍
動
せ

し
め
て
、
現
在
成
仰
の
平
和
境
に
達
し
、
及
び
未
来
永
誌
の
一
大
生
命
を
戚
受
し
て
、
人
類
の
使
命
を
呆
す
ぺ
〈
、
直
も
に
信

仰
寸
心
を
改
め
ね
ば
な
ら
ぬ
、
こ
れ
無
か
ら
ん
か
現
代
は
絡
に
亡
び
る
で
あ
ろ
う
0

（絡）

念
悌
思
想
史
w
h

謝
す
る
余
の
管
見
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欧
洲
戟
守
後
、
線
て
の
諸
問
題
は
、
世
界
的
ご
成
っ
て
来
た
o
そ
し
て
、
平
和
の
聾
は
、
風
の
鹿
〈
様
に
博
へ
ら
れ
て
来
た

突
如
ご

L
て
、
提
唱
さ
れ
た
、
ク
ヱ

W

ス
氏
の
、
陛
川
介
凶
の
建
設
論
の
知
き
は
、
買
に
其
の
顕
著
な
る
も
の
で
あ
ら
う
o

然
し
其
の
平
和
の
裏
而
に
は
、
何
物
か
精
神
的
に
、
根
底
を
典
へ
る
も
の
が
ゐ
る
様
に
忠
は
れ
た
。



ぞ
れ
は
親
鷲
上
人
の
思
想
で
あ
っ
た
O

そ
し
て
親
鷲
上
人
の
敬
義
思
想
が
最
も
一
遍
照
光
明
に
時
代
的
思
潮
に
散
し
、

に
慰
安
を
典
へ
て
宜
博
さ
れ
て
ゐ
る
で
は
な
い
か
。

然
し
自
分
は
如
何
に
し
て
も
附
に
落
も
な
い
O

そ
れ
は
宇
宙
大
平
和

ω質
現
は
悌
殺
の
異
随
た
る
法
華
経
主
義
即
ち
日
連
主

義
に
依
ら
な
（
て
は
な
ら
ぬ
ご
信
じ
た
か
ら
で
あ
る
O

如
説
修
行
勧
に
。
天
下
高
民
諸
乗
一
一
側
提
ざ
な
っ
て
、
妙
法
調
hJ
、
繁
冒
せ
ん
時
の
国
民
一
同
に
、
南
無
妙
法
蓮
華
経
さ
唱

へ
奉
ら
ば
、
吹
（
風
を
意
を
鳴
ら
さ
十
、
雨
っ
ち
〈
れ
を
砕
か
歩
、
世
は
義
農
の
世
J

」
な

b
て
、
今
生
に
は
不
詳
の
災
難
を

排
ひ
て
長
生
の
術
を
持
、
人
法
共
に
不
老
不
死
の
理
額
れ
時
を
各
々
御
覧
守
よ
、
現
世
安
聴
の
詮
文
不
－
v
可
レ
有
レ
疑
じ
者
也
o

f
」
断
壱
ら
れ
た
o
此
の
現
世
安
揺
は
、
法
華
経
の
保
誼
で
、
又
不
老
不
死
も
同
様
法
華
経
の
明
文
で
ゐ
る

o
即
ち
、

襲
王
品
に
日
〈
O

此
の
程
は
是
閲
浮
提
の
人
の
病
の
薬
な
り
若
し
人
病
ゐ
ら
ん
に
是
の
経
を
聞
〈
事
を
待
ば
、
病
即
ち
消
滅

し
て
不
老
不
死
な
ら
ん
。

三
番
か
れ
で
あ
る
、
閥
伴
提
は
即
、
世
界
中
の
人
類
の
病
の
良
薬
で
あ
る

o
然
ら
ば
世
界
最
大
の
卒
和
的
経
典
は
、
質
に
法
華

経
で
ゐ
っ
て
、
日
蓮
主
義
で
な
〈
て
は
な
ら
ぬ
O

然
し
是
れ
は
井
中
の
蛙
の
大
海
を
知
ら
な
い
も
同
様
の
我
田
引
水
論
だ
か
ら
、
一
位
親
鷲
上
人
の
思
想
を
研
究
し
な
〈
て
は

な
ら
ぬ
O

そ
し
て
そ
れ
を
知
る
に
は
歴
史
的
根
本
思
想
に
逝
っ
て
停
統
的
に
其
の
経
路
を
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
O

根
本
的

印
度
念
偽
忠
忽
の
起
因

印
度
に
於
げ
る
念
備
思
想
の
起
悶
は
、
何
蕗
か
ら
来
て
ゐ
る
か
ご
一
五
ふ
さ
、
在
来
或
人
の
識
に
依
る
ご
接
端
は
大
乗
経
典
、
か

ら
だ
さ
云
ふ
。
勿
論
備
陀
は
、
博
士
三
部
粧
を
説
い
て
専
ら
稿
名
念
備
に
図
っ
て
安
養
柑
土
に
牲
生
す
る
事
を
敬
へ
ら
れ
た
の

で
あ
る
か
ら
、
傭
説
に
起
因
し
て
ゐ
る
事
は
蛍
然
で
あ
る
o
然
し
阿
捕
陀
経
は
、
煩
悩
の
矯
め
に
苦
し
ん
で
ゐ
る
一
人
の
婦
人

を
し
て
、
慰
安
を
典
へ
ん
が
矯
め
に
設
か
れ
た
の
だ
か
ら
、
悌
陀
の
金
生
命
ご
一
五
ふ
事
は
出
来
な
い
、
大
乗
悌
教
が
、
偽
陀
の

異
髄
‘
こ
す
る
な
ら
ば
、
大
乗
教
典
そ
の
も
の
か
ら
ご
云
ふ
事
は
出
来
な
い

o
何
ん
ご
な
れ
ば
、
静
土
三
部
経
は
、
一
部
分
的
の



方
便
説
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
o
帝
土
宗
の
依
艇
は
、
観
無
量
毒
艇
、
無
量
寄
艇
、
二
巻
、
さ
阿
捕
経
山
巻
ご
の
三
部
で
あ
る
O

印
一
以
の
龍
樹
菩
薩
、
天
親
菩
薩
、
支
那
の
話
連
大
帥
、
曇
鷲
大
師
、
導
辞
耐
師
、
善
導
大
師
、
日
本
の
演
信
借
都
、
法
然
上
人

親
鷲
上
人
等
は
、
皆
此
の
滞
土
三
部
経
に
依
っ
て
、
念
働
思
想
史
の
系
統
を
な
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
O

一
、
龍
樹
菩
薩
（
諸
峨
）
は
、
十
住
毘
婆
一
裟
一
論
を
著
作
さ
れ
た
o
そ
れ
は
華
巌
一
粧
の
解
轄
の
潟
で
あ
っ
た
さ
一
至
。
そ
し
て
偶
数

を
大
段
二
種
ご
し
て
、
一
を
自
力
の
難
行
道
ご
し
。
一
を
易
行
道
J

」
し
た
o
前
者
は
人
生
の
貫
修
苦
行
の
期
難
な
る
事
は
急
抵

を
歩
行
す
る
様
だ
ご
明
し
o
後
者
は
他
力
本
願
に
て
往
生
令
る
事
は
、
丁
度
一
卒
海
を
舶
で
、
彼
岸
に
達
す
る
が
如
き
で
あ
る

ご
一
市
さ
れ
て
あ
る
O

二
、
天
朝
菩
薩
（
叩
一
段
…
）
は
、
北
印
度
に
て
出
誕
さ
れ
た
o
往
生
論
、
持
士
論
、
等
の
小
乗
の
論
部
を
津
山
著
作
さ
れ
た
o

「
世
品
川
ザ
我
蹄
＝
命
謹
十
方
無
碍
光
如
来
－
願
生
－
－
安
難
問
こ
ご
菩
薩
自
力
の
信
仰
を
堂
々
ご
告
白
さ
れ
た
o

余
今
此
の
二
菩
薩
の
思
想
を
考
察
し
て
見
る
に
此
の
二
菩
薩
は
純
念
備
思
想
家
で
ゐ
る
か
を
疑
問
せ

g
る
を
特
な
い
。

安
岡
論
新
詰
＝
日
グ
、
常
日
如
グ
天
親
菩
薩
初
メ
依
ゴ
椎
敬
一
－
若
山
唯
識
論
イ
立
ゴ
五
性
各
無
性
不
成
倒
ノ
義
－
明
日
十
界
皆
成
↓
又
、
龍
樹

章
者
ハ
初
メ
宜
＝
十
住
等
J

込
町
終
－
－
若
J

智
度
論
寸
以
テ
判
－
－
爾
前
法
華
ノ
優
劣
け
云
云

此
の
意
を
以
て
考
へ
て
見
る
ご
、
二
菩
薩
の
思
想
は
、
最
初
は
、
植
敬
仁
依
っ
て
、
捕
陀
念
偽
思
想
を
主
張
さ
れ
た
が
、
後
に

其
の
非
な
る
事
に
気
付
き
、
賞
数
に
依
っ
て
、
法
華
経
の
思
想
を
取
ら
れ
た
こ
ご
は
、
事
買
で
あ
る
O

然
ら
ば
、
前
者
の
龍
樹
、
天
親
ご
、
後
者
の
、
龍
樹
、
天
親
亡
、
其
の
人
格
、
精
神
に
於
て
、
益
々
異
な
ら
古
る
を
併
な
い

内
誼
の
迭
に
約
し
た
な
ら
ば
、
津
土
真
宗
の
正
系
統
ざ
す
る
事
は
出
来
な
い
さ
思
ふ
の
で
あ
る
o

支
那
念
悌
思
想
の
系
統

支
那
念
仰
の
系
統
は
、
慧
遠
、
曇
鷲
、
善
導
等
で
あ
る
o

三
、
話
連
大
師
は
、
道
安
に
師
事
し
て
、
講
説
を
受
け
た
人
で
あ
る

o
雇
山
で
、
蓮
華
を
池
中
に
作
っ
て
、

て
同
信
の
借
俗
さ
共
に
修
行
さ
れ
た
、
宮
代
の
名
慣
で
、
殊
に
十
八
賢
ご
構
せ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
o

主
夜
六
時
を
定
め
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四
、
口
増
石
川
六
師
は
、
長
命
を
欲
し
て
、
五
基
山
仁
上
り
て
、
陶
弘
景
仁
就
レ
て
、
仙
艇
の
術
を
受
り
勝
仁
、
荷
ら
ん
ご
す
る
途

中
菩
提
流
支
に
逢
ふ
て
、
長
生
不
死
の
法
中
仙
経
に
勝
れ
る
も
の
は
な
い
か
さ
問
ふ
た
o
流
支
の
云
ふ
の
に
は
「
放
長
生
不
死

を
望
ま
ん
す
る
な
ら
ば
、
観
無
量
寄
粧
を
播
け
ご
授
け
た
。
大
師
は
轄
然
J

」
符
悟
し
て
、
博
士
じ
騎
し
た
o
天
親
の
持
士
論
に

依
っ
て
、
願
伺
大
意
、
起
翻
生
信
、
観
行
体
相
、
伊
入
願
心
、
善
巧
踊
化
、
離
菩
提
陣
、
順
菩
提
門
、
名
義
括
針
．
願
事
成
就

利
行
満
足
、
の
十
科
目
を
立
て
、
、
縦
横
無
壷
に
、
巧
に
解
稗
し
て
、
頻
り
に
博
士
思
想
念
宣
博
さ
れ
た
の
で
ゐ
る
O

五
、
道
綜
縄
師
は
、
北
闘
の
州
洲
の
人
で
、
十
四
に
出
家
し
、
但
繋
艇
を
講
じ
た
が
、
後
増
蹄
師
に
事
へ
て
臓
を
修
し
て
、
大

仁
、
造
詣
が
深
か
っ
た
o
一
日
石
壁
の
支
忠
寺
に
、
曇
鷲
大
師
の
碑
文
を
観
て
非
常
に
威
し
て
、
博
士
円
じ
障
し
た
o
安
柴
集

二
審
を
著
し
た
、
道
悼
の
四
修
ご
て
、
念
備
の
行
者
の
修
す
ぺ
き
、
四
種
修
行
を
講
じ
ら
れ
た
o

－
、
長
時
修
。
二
、
無
間
修

三
、
恭
敬
修
o
問
、
無
徐
修
、
さ
て
一
心
に
浮
士
の
業
を
修
し
て
、
他
に
心
を
交
へ
ざ
る
事
で
あ
る

o
然
る
じ
安
楽
集
に
、
此
の
四

修
を
明
せ
る
慮
は
な
い
o
恐
ら
｛
は
随
代
の
善
導
大
師
の
観
念
法
門
ド
此
の
意
が
あ
る
か
ら
、
道
鮮
は
、
善
導
の
訣
れ
る
の
で

あ
ら
う
o

六
、
普
準
大
師
は
随
の
人
で
道
都
捕
師
を
師
ご
し
て
、
o浮
士
敢
営
究
め
た
の
で
あ
る
o
以
前
の
、
話
速
、
曇
鷺
、
道
悼
等
は
、
感

ん
じ
、
津
土
思
想
を
弘
通
さ
れ
た
が
、
教
法
の
細
餌
乞
組
織
的
に
、
法
門
宣
俸
の
、
効
果
を
典
へ
た
も
の
で
は
な
い

o

然
る
に
、
善
導
大
師
は
諸
先
哲
の
敬
義
を
、
組
一
読
し
て
、
大
成
宏
、
遊
げ
た
の
は
、
貨
に
此

ω
人
で
ゐ
る
o
永
隆
二
年
三
月
二

十
七
日
六
十
九
歳
で
寂
さ
れ
た
o
観
粍
疏
、
往
生
膿
讃
、
法
事
讃
、
観
念
法
門
、
般
丹
讃
、
等
で
ゐ
る
o
異
宗
で
は
o
七
一
両
組

中
五
組
ご
し
て
寧
崇
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
O

日
本
の
法
然
上
人
の
念
悌
思
想
は
、
支
那
三
流
中
善
導
大
師
の
思
想
を
中
心
ざ

し
て
鱗
承
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
o

故
に
注
意
を
要
す
る
の
は
、
備
陀
が
一
代
五
十
年
の
数
説
は
、
必
歩
前
後
を
立
て
、
そ
し
て
椎
賞
浅
深
を
、
韓
壱
ら
れ
た
の

で
あ
る
。
而
る
に
、
曇
締
結
、
道
悼
、
善
導
等
は
、
諸
師
の
棋
教
に
就
レ
て
、
躍
を
弘
め
、
悌
陀
異
髄
の
、
貫
教
ゐ
る
を
知
ら
な

い
で
先
敬
仁
依
っ
て
後
散
を
捨
て
、
、
原
始
偶
数
の
根
本
邸
想
を
探
ら
な
い
不
知
恩
の
者
ご
日
蓮
墨
人
は
、
嘆
じ
ら
れ
た
の
で

あ
る
o
次
に
、
日
本
悌
散
史
上
に
於
げ
る
念
働
思
想
制
慨
を
趨
ぺ
て
見
た
い
ご
思
ふ
O

（
未
完
）
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